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火
災
を
防
止
し
ょ
う

　
去
る
十
月
二
十
九
日
酒
田
市
で
起

っ
た
火
災
は
、
折
か
ら
の
強
風
に
あ

お
ら
れ
て
、
千
二
百
一
棟
を
焼
失
、

千
九
十
一
世
帯
、
三
千
七
百
人
が
被

災
。
ま
た
、
県
内
で
は
新
潟
、
長
岡
、

柏
崎
等
で
火
災
が
発
生
す
る
な
ど
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
十
月
十
九
日
現
在
十
七
件

（
昨
年
同
期
十
二
件
）
の
火
災
が
発

生
、
さ
ら
に
秋
季
全
国
火
災
予
防
運

動
期
間
中
に
も
火
災
発
生
事
故
が
起

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
暖
房
シ
ー

ズ
ン
に
入
り
、
さ
ら
に
火
災
の
増
え

る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
火
災
か

ら
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
ま
ず

家
庭
で
の
防
火
の
心
が
け
が
最
も
大

切
で
す
。

　
防
火
の
第
一
歩
は
整
理
整
と
ん
か

翼
鰻
．
屡

無
溜
糺

翻
…
羅
謬

黛
潔
轍
酷

ぞ
〃
灸
諦
慧

ら
　
火
気
の
ま
わ
り
を
散
ら
か
し
た

り
、
部
屋
の
中
が
乱
雑
に
な
っ
て
も

平
気
な
人
、
こ
ん
な
隙
に
火
災
が
入

り
込
み
ま
す
。

　
消
火
器
の
取
扱
い
を
良
く
知
る
こ

と
　
消
火
器
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭

に
普
及
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
消
火

器
の
使
用
方
法
を
知
ら
な
い
方
が
ま

だ
あ
る
よ
う
で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
消

火
器
の
正
し
い
使
用
方
法
を
覚
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

統
計
功
労
者
を
表
彰

　
こ
の
ほ
ど
統
計
調
査
に
功
労
の
あ

っ
た
、
つ
ぎ
の
事
業
所
、
団
体
、
個

人
が
表
彰
さ
れ
、
来
る
十
一
月
十
七

日
新
潟
県
自
治
会
館
で
そ
の
伝
達
式

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
新
潟
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

　
池
田
伊
勢
松
（
焼
野
）
山
本
徳
政

（
入
山
）
市
統
計
調
査
員
協
議
会
々

長
徳
永
泰
三
　
総
理
大
臣
表
彰
　
斎

木
英
司
（
八
幡
田
町
）
　
労
働
大
臣

表
彰
　
小
海
義
輝
（
川
原
町
）
　
通

　
　
　
さ

産
大
臣
表
彰
　
滝
文
工
業
㈱
、
睦
織

物
㈱
、
㈱
堤
製
作
所
、
池
幸
織
物
㈱

　
通
産
大
臣
官
房
調
査
統
計
部
長
表

彰
大
島
孝
一
（
滝
文
工
業
㈱
）
樋

熊
敏
雄
（
睦
織
物
㈱
）
堤
俊
雄
（
㈱

堤
製
作
所
）
村
山
エ
ツ
子
（
池
幸
織

物
㈱
）在

宅
重
度
心
身
障
害

児
（
者
）
緊
急
保
護
事

業
の
お
知
ら
せ

　
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
を

介
護
し
て
い
る
保
護
者
が
、
疾
病
、

出
産
、
事
故
等
緊
急
の
事
由
に
よ
り
、

一
時
的
に
介
護
で
き
な
い
た
め
緊
急

に
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
場
合
、
県
知
事
の
定
め
た
施
設

に
入
所
し
て
保
護
し
ま
す
。

　
保
護
期
問
は
七
日
以
内
で
、
つ
ぎ

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
重
度
の
精
神
薄
弱
と
肢
体
不
自
由

　
が
重
複
し
て
い
る
方
。

②
重
度
の
精
神
薄
弱
児
（
者
）
。

③
重
度
の
身
体
障
害
児
。

　
（
重
度
身
体
障
害
と
は
、
身
体
障

　
害
者
手
帳
の
肢
体
不
自
由
一
級
及

　
び
二
級
の
方
で
す
）

　
ド
ぞ
由
悪
ど
え

　
覇
雪
ヤ
稽
乱
輿

　
な
お
、
申
請
手
続
、
く
わ
し
く
は

市
社
会
福
祉
事
務
所
（
魯
七
－
三
一

一
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

行
楽
で
に
ぎ
わ
っ
た

清
水
峠

　
赤
倉
地
内
に
誕
生
し
た
清
水
峠
キ

ャ
ン
プ
場
は
、
地
元
の
熱
意
に
よ
り

年
々
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

㏄
方
は
、
よ
く
交
通
の
ル
ー
ル
を
守
っ

ぞ
、
こ
ど
も
さ
ん
達
の
模
範
に
な
っ

一
て
く
だ
さ
い
。

　

一
そ
し
て
、
・
だ
け
で
．
あ
ぶ
な
い

　
で
す
よ
」
な
ど
と
言
う
だ
け
で
は
効

一
果
が
薄
い
わ
け
で
す
。
例
え
ば
、
道
路

を
横
断
す
る
時
は
「
右
を
見
て
左
を

見
て
も
う
一
度
右
を
見
て
か
、
b
渡
る

π
の
よ
。
」
と
い
う
ふ
う
に
具
体
的
に
教

え
て
く
だ
さ
い
。
毎
日
の
生
活
の
中

　で

機
会
を
と
ら
え
て
、
注
意
と
訓
練

一
を
繰
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
眼
ド
に
魚

沼
の
三
山
や
六
日
町
の
町
な
み
、
西

に
信
州
の
山
々
や
津
南
高
原
、
十
日

町
の
市
街
地
、
遠
く
米
山
や
日
本
海

の
海
原
を
の
ぞ
む
な
が
め
の
す
ば
ら

し
い
場
所
で
、
池
に
は
、
珍
ら
し
い

山
し
ょ
う
魚
や
ア
ォ
モ
リ
ガ
エ
ル
な

ど
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
咋
年
二
十
五
グ
ル
ー
プ
、
今
年
は

十
五
グ
ル
ー
プ
と
七
月
、
八
月
の
キ

ャ
ン
プ
開
設
期
間
は
、
若
い
人
達
の

楽
し
い
歌
声
で
大
に
ぎ
わ
い
。
ま
た

九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
は
家
族

づ
れ
の
行
楽
客
が
自
然
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
シ
ー
ズ
ン
も
終

わ
り
、
冬
じ
た
く
と
な
り
ま
し
た
が

こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
管
理
し
て
い
る

赤
倉
部
落
の
人
達
に
こ
の
一
年
間
を

ふ
り
か
え
っ
て
の
利
用
マ
ナ
ー
を
た

ず
ね
た
と
こ
ろ
、
　
「
キ
ャ
ン
プ
場
は

青
少
年
の
健
全
育
成
の
場
と
し
て
造

ら
れ
た
も
の
で
、
ご
み
の
処
理
、
火

の
元
の
始
末
な
ど
、
も
う
少
し
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
守
っ
て
利
用
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
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宗
片
さ
ん
に
黄
綬
褒
章

こ
の
ほ
ど
、
宗
片
ヨ
シ
ノ
（
城
之

宗片ヨシノ
　（城之古）

古
）
さ
ん
は
、
黄
綬
褒
章
を
受
章
し

ま
し
た
。
宗
片
さ
ん
は
、
津
蔚
町
役

場
の
へ
き
地
派
遣
保
健
婦
と
し
て
、

昭
和
一
二
十
二
年
上
結
東
の
健
康
相
談

室
に
勤
務
。
以
来
二
十
年
間
、
豪
雪

の
へ
き
地
で
保
健
婦
活
動
に
ま
い
進

し
た
努
力
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。

お
気
軽
に
ご
利
用
を

　
　
心
身
障
害
者
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
相
談
デ
ー

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

心
身
障
害
者
の
雇
用
対
策
の
一
環
と

し
て
、
心
身
障
害
者
フ
ァ
ミ
リ
；
相

談
デ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
職
業
相
談
、
職
業
適
性
検

査
、
求
職
登
録
な
ど
を
内
容
と
し
て

毎
月
第
三
月
曜
日
に
実
施
す
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
平
常
日
に
も
巡
回
相

談
、
電
話
（
魯
七
－
二
四
〇
七
番
）

に
よ
る
相
談
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
Q

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▽
碓
井
重
三
（
小
千
谷
市
）
老
人

ホ
ー
ム
ヘ
　
サ
ロ
ン
パ
ス
五
十
箱

▽
身
障
団
体
視
覚
障
害
者
会
　
五
千

円
▽
茂
野
先
生
追
悼
民
踊
会
二

万
五
千
百
五
十
五
円
　
▽
匿
名
（
三

件
）
　
一
万
二
千
五
百
円
。
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手づくりの作品を楽しむ

　　　　　　老人焼物教室
　力強い手で粘土をこねる。その眼は、童心にかえったように生き生きと輝く。

頭に描いていたものが、形となってあらわれてくるとき、思わず顔がほころんで力
に
る
老
区
灰
ば
こ
生

　
　
　
くぺ　　こノ　　　　　　　　の

　老人ワークルーム（水沢出張所の一部を改築）で開かれた第1回焼物教室は、水沢

地区の大勢の老人たちが参加し、自作の楽しみを味わっていました。
　灰皿、菓子器、花瓶、飾り物など思い思いの作品は、いずれも素人と思えぬ出

慧叢1擁織塞製1，誕』2論餅
で、このほか、健康薬草園、老人向き屋外軽作業等、老人生きがい対　　　　□242号□

策を積極的に進めています。
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冬将軍艦備えて
　51年1月豪雪は、観測史上最高のドカ雪となり、市民
生活のすべてにわたって大打撃を受けました。

　51年11月20日、新潟地方気象台発表の北陸地方3カ

月予報によると、今冬は寒暖の変動が大きく、12月前
半から1月は一時冬型が強まり、大雪の降るおそれがあ
るといっています。

　市では、12月1日から雪害対策室を常設し、市民生活
の安全と交通の確保につとめていますが、市民のみな
さんから、つぎのことについてご協力をお願いします。

　
道
路
交
通
の
確
保
、
な
だ
れ
に
よ
る
事
故
防
止
、
そ
の
他
雪

に
よ
る
被
害
の
防
止
及
び
軽
減
を
図
る
た
め
、
去
る
十
二
月
一

日
か
ら
市
役
所
に
雪
害
対
策
幹
事
会
と
雪
害
対
策
室
を
常
設
し

ま
し
た
。

　
雪
害
対
策
室
（
市
職
員
五
十
名
）
は
、
雪
害
発
生
の
恐
れ
が
な

く
な
る
ま
で
の
期
間
、
市
役
所
三
階
小
会
議
室
で
雪
害
及
び
除

雪
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
道
路
除
雪
、
な
だ
れ
防
止
、
流
雪
溝
、
側
溝
等
の
溢
水
に
よ

る
浸
水
防
止
、
災
害
救
助
等
、
雪
害
に
関
す
る
こ
と
は
お
気
軽

に
雪
害
対
策
室
（
魯
七
⊥
三
一
一
番
、
内
線
二
六
八
・
二
六
九
、

夜
間
、
休
日
魯
七
⊥
一
ニ
ニ
○
番
、
有
放
五
二
五
一
四
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
異
状
豪
雪
等
の
場
合
は
、
防
災
会
議
に
諮
り
、
豪
雪

災
害
対
策
本
部
の
設
置
そ
の
他
雪
害
予
防
に
万
全
を
期
す
こ
と

　夜間除雪作戦……
　市役所除雪隊は、24時間勤務体制（半数交替）で道路交通

の確保を図っていますが、市民の経済活動に支障をきたさ

ないためにも、除雪作業は、早朝と夜間に集中される。

に
し
て
い
ま
す
。

雛
懸
纏
簾
饗

　
市
道
の
除
雪
は
、
二
百
七
十
七
・

五
三
キ
。
財
を
除
雪
し
ま
す
。

　
市
役
所
除
雪
隊
は
、
昼
夜
交
替
で

総
勢
四
十
二
名
編
成
。
ロ
ー
タ
リ
ー

や
高
速
グ
レ
ー
ダ
ー
を
含
め
、
十
一

台
の
除
雪
機
械
を
中
心
に
積
雪
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
午
前
二
時
頃
か
ら

出
動
し
、
冬
期
交
通
を
確
保
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
雪
上
車
四
台
で
圧
雪
を
進

め
、
民
間
保
有
の
除
雪
機
械
（
圧
雪

ブ
ル
八
台
、
除
雪
借
上
げ
ブ
ル
延
べ

七
百
台
）
を
借
り
あ
げ
、
除
雪
に
あ

た
り
ま
す
。
ま
た
、
山
間
地
域
で
除

雪
の
で
き
な
い
路
線
の
機
械
圧
雪
に

力
を
入
れ
る
ほ
か
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
、

雪
上
車
の
配
置
な
ど
を
行
い
、
急
患

輸
送
体
制
に
万
全
を
期
す
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
除
雪
方
法
は
、
第
一
種
、
第
二
種
、

第
三
種
、
委
託
、
雪
割
除
雪
路
線
と

第
一
種
圧
雪
、
第
二
種
圧
雪
の
七
種

類
に
区
分
し
、
除
雪
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
豪
雪
の
場
合
、
生
活
物
資
の

輸
送
、
道
路
、
主
要
幹
線
道
の
除
雪

を
重
点
に
進
め
ま
す
。

鐵
禦
獲
の
除
蟹
．

　
十
日
町
土
木
事
務
所
で
は
、
最
新

鋭
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
含
む
五

十
二
台
の
除
雪
機
械
を
そ
れ
ぞ
れ
十

日
町
、
津
南
町
、
中
里
村
に
配
置
し
、

総
延
長
二
百
十
五
・
三
キ
。
欝
（
昨
年

強
力
な
味
方
N
R
六
五
二
S
型

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

最新鋭のロータリー除雪車を購入

　厳しい冬を迎え、市では、道路交通の確保に懸

命な努力をつづけていますが、このほど最新鋭の

ロータリー除雪車（NR652S型）を購入。今冬の道

路除雪に大きな威力を発揮することになりました。

　この除雪車は、走行3段変速、出力260馬力、最

大除雪量1，700㌧（1時間当り）で、除雪作業に活躍

します　　。

よ
り
二
十
六
・
ニ
キ
。
M
増
）
を
除
雪

し
ま
す
。

山
間
地
域
を
対
象
に

冬
期
集
落
保
安
要
員
を
委
嘱

　
市
で
は
、
昨
冬
に
引
き
続
き
三
十

人
（
三
十
三
部
落
）
の
冬
期
集
落
保

安
要
員
を
委
嘱
配
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
冬
期
間
孤
立
状
態

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
集
落
を
対
象
に
、

住
民
の
安
全
と
生
活
環
境
の
維
持
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け

ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の
ほ
ど
、
保
安

要
員
と
し
て
の
業
務
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　
保
安
要
員
は
、
十
二
月
一
日
か
ら

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
四
ヵ
月
配
置

さ
れ
、
主
要
生
活
道
路
の
圧
雪
等
に

よ
る
交
通
の
確
保
、
救
急
患
者
の
輸

送
ま
た
は
医
師
の
往
診
の
送
迎
の
協

力
等
に
活
躍
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
従

来
、
部
落
住
民
の
相
互
扶
助
の
精
神

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
保
安
要
員
だ
け
の
責
任
と
せ

ず
、
地
域
住
民
の
特
段
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

保
安
要
員
の
設
置
集
落

及
び
氏
名
は
つ
ぎ
の
と

　
お
り

　
（
津
池
）
小
林
賢
祐
（
菅
沼
、
大

池
）
庭
野
熊
蔵
、
高
橋
甚
平
（
赤
倉
）

春
川
禮
朗
（
山
新
田
）
水
落
仁
作
（
小

貫
）
庭
野
友
治
（
東
枯
木
又
）
阿
部

未
松
（
西
枯
木
又
）
春
川
努
（
三
ツ

山
）
大
津
末
松
（
上
田
原
）
津
畑
光

男
（
池
谷
・
入
山
）
大
島
勇
、
大
島

誠
次
（
船
坂
）
徳
永
貫
一
（
塩
ノ
又
）

林
忠
生
（
鉢
一
・
二
）
尾
身
正
作
（
中

手
）
江
村
武
治
（
中
平
）
尾
身
正
徳

（
名
ケ
山
）
小
海
友
作
、
小
海
英
朗

（
慶
地
）
小
宮
山
清
一
郎
（
願
入
）

水
落
登
（
塩
野
）
樋
口
五
郎
吉
（
池

之
尻
）
山
崎
恵
市
（
漆
島
）
佐
藤
修

一
（
池
沢
）
佐
藤
勝
徳
（
野
中
）
村

山
重
喜
（
鍬
柄
沢
）
桑
原
宣
一
（
南

雲
）
桑
原
久
雄
（
珠
川
一
～
四
）
鈴

木
昭
二
（
二
子
）
水
落
隆
太
郎
。

　
正
し
い
食
生
活
を
し
ょ
う

　
年
末
が
近
づ
く
と
ク
リ
ス
マ
ス
、
忘
年

会
な
ど
、
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
暴
飲
暴
食
や
不
摂
生

を
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
、
新
し
い
年
を

健
康
で
明
る
く
迎
え
ま
し
ょ
う
。
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路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
も
し
、
除
雪
作
業
の
た
め
、

路
上
駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い

る
車
を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修

理
代
や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要

し
た
費
用
等
み
な
さ
ん
の
ご
負
担
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、

当
該
地
点
に
道
路
標
識
で
表
示
し
て

あ
り
ま
す
が
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、

警
察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を

得
て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
新
潟
県
公
安
委
員
会
は
、
通
年
駐

車
禁
止
区
域
の
ほ
か
、
冬
期
臨
時
駐

車
禁
止
区
域
（
別
表
）
を
定
め
ま
し

た
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
十
日
町
市
・
十
日
町
土
木
事
務

所
・
十
日
町
警
察
署
）

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

　
例
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
に
、
建
物
が
全
半
壊
す
る
等

の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
雪

お
ろ
し
は
、
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
除
雪
や
消
雪
を
し
た
道

路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
路
上
に
雪
を
お
ろ
す
場

合
、
町
内
毎
に
一
斉
に
お
ろ
す
よ
う

日
を
定
め
て
、
土
木
事
務
所
、
市
役

所
雪
害
対
策
室
と
連
絡
を
と
っ
て
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
雪
は
路

側
へ
積
み
上
げ
、
車
道
部
は
二
車
線

ま
た
は
一
車
線
を
必
ず
確
保
す
る
よ

　
　
　
　
　
　
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
家
の
前
は

自
分
で
除
雪
を

　
各
戸
の
出
入
口
は
、
除

雪
作
業
で
ふ
さ
が
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

迷
惑
で
も
、
各
戸
で
手
直

し
し
、
入
口
の
両
側
に
積

み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

流
雪
溝
の
使
用
に

つ
い
て

　
無
秩
序
な
流
雪
溝
、
道

路
測
溝
の
流
雪
使
用
は
、

溢
水
や
住
宅
浸
水
事
故
を

引
き
お
こ
し
ま
す
。
使
用

の
際
は
、
下
流
の
こ
と
を

考
え
、
正
し
く
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
消
火
栓
は
は
っ
き
り
わ

か
る
よ
う
目
じ
る
し
を
。

な
だ
れ
事
故
に
注
意

　
な
だ
れ
は
新
雪
で

も
発
生
し
ま
す
。
危

険
の
場
所
が
あ
る
と

き
は
十
分
注
意
し
、

ま
た
必
要
に
よ
り
な

だ
れ
危
険
標
識
を
設

置
し
て
い
た
だ
き
、

雪
庇
の
排
除
や
う
回

路
の
確
保
な
ど
、
な

だ
れ
に
よ
る
事
故
防

止
を
は
か
る
と
共
に

十日町市除雪計画路線略図

下梨←

島　　　　　八幡
民

十日町小

国
道
二
五
三
号
線

→

□
十
日
貯
中

／

z
国道11ア号線

麟 岡
く鳳．

謹後交通

十日町駅

z

十日町

病院
Eコ国県道除雪路線

歴認第1種除雪路線

囮第2種除雪路線

糠．…

衛生センター

口
↓

』

隊し『
　　　　　　　・，〕

節売市

　
　
　
　
　
欄

」
、

国
道
二
五
三
号
線

国道11ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
榛

で
は
、
今
冬
も
交
通
量
の
多
い
高
田

町
、
稲
荷
町
な
ど
市
内
九
ヵ
所
の
踏

切
に
九
名
の
冬
期
踏
切
除
雪
協
力
員

（
除
雪
協
力
会
員
一
〇
四
名
）
を
委

嘱
し
、
遮
断
機
、
警
報
機
の
除
雪
（
踏

切
内
の
除
雪
は
除
く
）
を
し
て
、
踏

切
の
交
通
安
全
に
努
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

雪
お
ろ
し
の
際
は

電
線
等
に
注
意

　
冬
期
間
は
雪
お
ろ
し
等
の
不
注
恵

か
ら
、
電
線
や
電
話
線
の
断
線
事
故

が
多
発
し
危
険
で
す
。

　
雪
お
ろ
し
の
際
は
、
引
込
線
や
ト

1↓1

十日町橘

特
に
児
童
、
生
徒
の
登
下
校
時
の
安

全
確
保
に
は
特
段
の
ご
配
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
だ
れ
危
険
標
識
の
破
損
、
紛
失

等
の
場
合
に
は
、
部
落
に
お
い
て
竹

ざ
お
、
赤
い
布
な
ど
を
利
用
し
て
措

置
し
て
く
だ
さ
い
。

踏
切
事
故
に
注
意

　
例
年
、
冬
に
な
る
と
踏
切
り
事
故

が
急
増
し
ま
す
。
長
野
鉄
道
管
理
局

市内駐車禁止区域
　　　璽倉関織物

1六日町

一；・、』．畦

慶：

、～

‘

”’

争

八口λロ

　逸㍊贈㌧
一レゼ■ず・

P胃

ノンスタント

トヨタ

自動車

”一

鼎癖口ll…口o貸鷺

十日町駅

超後 十日貯

交通 病院
v　　、4u・

し・ゴ・営：＾駆一「
－、A～，．、

→水沢

城之古

〕1．L塑橘

山谷　　小泉

　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
．
ー
」
魅

ラ
ン
ス
な
ど
に
雪
を
あ
て
な
い
よ
う

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
（
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
）

鏑
‘、A蕩へ

㌧
変

　
　
　
～

グ
！

大漏
ガソリンスタント

「

栄禍

囮冬期閥駐車禁止区堀

團通年駐車禁止区篭

雪
と
交
通
の
お
知

ら
せ
版
を
設
置

　
こ
と
し
も
雪
と
交
通
の
お
知
ら
せ

版
を
市
内
三
ヵ
所
に
設
置
し
市
民
の

み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
雪

に
関
す
る
情
報
（
林
業
試
験
場
十
日

町
試
験
地
や
市
立
気
象
観
測
所
か
ら

収
集
し
た
降
積
雪
量
や
国
県
道
の
交

通
状
況
、
飯
山
線
の
運
行
状
況
、
バ

ス
路
線
の
運
行
状
況
な
ど
）
は
、
市

役
所
正
面
入
口
、
第
四
銀
行
前
、
十

日
町
駅
前
に
設
置
す
る
「
雪
と
交
通

の
お
知
ら
せ
板
」
で
毎
日
（
休
日
を

除
く
）
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

除雪作業中は危険ですから機械に接近しないよう、特に子ども等は絶対近寄らせないよう、みなさんの監視をお願いします。
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冬将軍艦備えて
　51年1月豪雪は、観測史上最高のドカ雪となり、市民
生活のすべてにわたって大打撃を受けました。

　51年11月20日、新潟地方気象台発表の北陸地方3カ

月予報によると、今冬は寒暖の変動が大きく、12月前
半から1月は一時冬型が強まり、大雪の降るおそれがあ
るといっています。

　市では、12月1日から雪害対策室を常設し、市民生活
の安全と交通の確保につとめていますが、市民のみな
さんから、つぎのことについてご協力をお願いします。

　
道
路
交
通
の
確
保
、
な
だ
れ
に
よ
る
事
故
防
止
、
そ
の
他
雪

に
よ
る
被
害
の
防
止
及
び
軽
減
を
図
る
た
め
、
去
る
十
二
月
一

日
か
ら
市
役
所
に
雪
害
対
策
幹
事
会
と
雪
害
対
策
室
を
常
設
し

ま
し
た
。

　
雪
害
対
策
室
（
市
職
員
五
十
名
）
は
、
雪
害
発
生
の
恐
れ
が
な

く
な
る
ま
で
の
期
間
、
市
役
所
三
階
小
会
議
室
で
雪
害
及
び
除

雪
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
道
路
除
雪
、
な
だ
れ
防
止
、
流
雪
溝
、
側
溝
等
の
溢
水
に
よ

る
浸
水
防
止
、
災
害
救
助
等
、
雪
害
に
関
す
る
こ
と
は
お
気
軽

に
雪
害
対
策
室
（
魯
七
⊥
三
一
一
番
、
内
線
二
六
八
・
二
六
九
、

夜
間
、
休
日
魯
七
⊥
一
ニ
ニ
○
番
、
有
放
五
二
五
一
四
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
異
状
豪
雪
等
の
場
合
は
、
防
災
会
議
に
諮
り
、
豪
雪

災
害
対
策
本
部
の
設
置
そ
の
他
雪
害
予
防
に
万
全
を
期
す
こ
と

　夜間除雪作戦……
　市役所除雪隊は、24時間勤務体制（半数交替）で道路交通

の確保を図っていますが、市民の経済活動に支障をきたさ

ないためにも、除雪作業は、早朝と夜間に集中される。

に
し
て
い
ま
す
。

雛
懸
纏
簾
饗

　
市
道
の
除
雪
は
、
二
百
七
十
七
・

五
三
キ
。
財
を
除
雪
し
ま
す
。

　
市
役
所
除
雪
隊
は
、
昼
夜
交
替
で

総
勢
四
十
二
名
編
成
。
ロ
ー
タ
リ
ー

や
高
速
グ
レ
ー
ダ
ー
を
含
め
、
十
一

台
の
除
雪
機
械
を
中
心
に
積
雪
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
午
前
二
時
頃
か
ら

出
動
し
、
冬
期
交
通
を
確
保
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
雪
上
車
四
台
で
圧
雪
を
進

め
、
民
間
保
有
の
除
雪
機
械
（
圧
雪

ブ
ル
八
台
、
除
雪
借
上
げ
ブ
ル
延
べ

七
百
台
）
を
借
り
あ
げ
、
除
雪
に
あ

た
り
ま
す
。
ま
た
、
山
間
地
域
で
除

雪
の
で
き
な
い
路
線
の
機
械
圧
雪
に

力
を
入
れ
る
ほ
か
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
、

雪
上
車
の
配
置
な
ど
を
行
い
、
急
患

輸
送
体
制
に
万
全
を
期
す
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
除
雪
方
法
は
、
第
一
種
、
第
二
種
、

第
三
種
、
委
託
、
雪
割
除
雪
路
線
と

第
一
種
圧
雪
、
第
二
種
圧
雪
の
七
種

類
に
区
分
し
、
除
雪
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
豪
雪
の
場
合
、
生
活
物
資
の

輸
送
、
道
路
、
主
要
幹
線
道
の
除
雪

を
重
点
に
進
め
ま
す
。

鐵
禦
獲
の
除
蟹
．

　
十
日
町
土
木
事
務
所
で
は
、
最
新

鋭
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
含
む
五

十
二
台
の
除
雪
機
械
を
そ
れ
ぞ
れ
十

日
町
、
津
南
町
、
中
里
村
に
配
置
し
、

総
延
長
二
百
十
五
・
三
キ
。
欝
（
昨
年

強
力
な
味
方
N
R
六
五
二
S
型

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

最新鋭のロータリー除雪車を購入

　厳しい冬を迎え、市では、道路交通の確保に懸

命な努力をつづけていますが、このほど最新鋭の

ロータリー除雪車（NR652S型）を購入。今冬の道

路除雪に大きな威力を発揮することになりました。

　この除雪車は、走行3段変速、出力260馬力、最

大除雪量1，700㌧（1時間当り）で、除雪作業に活躍

します　　。

よ
り
二
十
六
・
ニ
キ
。
M
増
）
を
除
雪

し
ま
す
。

山
間
地
域
を
対
象
に

冬
期
集
落
保
安
要
員
を
委
嘱

　
市
で
は
、
昨
冬
に
引
き
続
き
三
十

人
（
三
十
三
部
落
）
の
冬
期
集
落
保

安
要
員
を
委
嘱
配
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
冬
期
間
孤
立
状
態

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
集
落
を
対
象
に
、

住
民
の
安
全
と
生
活
環
境
の
維
持
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け

ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の
ほ
ど
、
保
安

要
員
と
し
て
の
業
務
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　
保
安
要
員
は
、
十
二
月
一
日
か
ら

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
四
ヵ
月
配
置

さ
れ
、
主
要
生
活
道
路
の
圧
雪
等
に

よ
る
交
通
の
確
保
、
救
急
患
者
の
輸

送
ま
た
は
医
師
の
往
診
の
送
迎
の
協

力
等
に
活
躍
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
従

来
、
部
落
住
民
の
相
互
扶
助
の
精
神

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
保
安
要
員
だ
け
の
責
任
と
せ

ず
、
地
域
住
民
の
特
段
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

保
安
要
員
の
設
置
集
落

及
び
氏
名
は
つ
ぎ
の
と

　
お
り

　
（
津
池
）
小
林
賢
祐
（
菅
沼
、
大

池
）
庭
野
熊
蔵
、
高
橋
甚
平
（
赤
倉
）

春
川
禮
朗
（
山
新
田
）
水
落
仁
作
（
小

貫
）
庭
野
友
治
（
東
枯
木
又
）
阿
部

未
松
（
西
枯
木
又
）
春
川
努
（
三
ツ

山
）
大
津
末
松
（
上
田
原
）
津
畑
光

男
（
池
谷
・
入
山
）
大
島
勇
、
大
島

誠
次
（
船
坂
）
徳
永
貫
一
（
塩
ノ
又
）

林
忠
生
（
鉢
一
・
二
）
尾
身
正
作
（
中

手
）
江
村
武
治
（
中
平
）
尾
身
正
徳

（
名
ケ
山
）
小
海
友
作
、
小
海
英
朗

（
慶
地
）
小
宮
山
清
一
郎
（
願
入
）

水
落
登
（
塩
野
）
樋
口
五
郎
吉
（
池

之
尻
）
山
崎
恵
市
（
漆
島
）
佐
藤
修

一
（
池
沢
）
佐
藤
勝
徳
（
野
中
）
村

山
重
喜
（
鍬
柄
沢
）
桑
原
宣
一
（
南

雲
）
桑
原
久
雄
（
珠
川
一
～
四
）
鈴

木
昭
二
（
二
子
）
水
落
隆
太
郎
。

　
正
し
い
食
生
活
を
し
ょ
う

　
年
末
が
近
づ
く
と
ク
リ
ス
マ
ス
、
忘
年

会
な
ど
、
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
暴
飲
暴
食
や
不
摂
生

を
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
、
新
し
い
年
を

健
康
で
明
る
く
迎
え
ま
し
ょ
う
。
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路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
も
し
、
除
雪
作
業
の
た
め
、

路
上
駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い

る
車
を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修

理
代
や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要

し
た
費
用
等
み
な
さ
ん
の
ご
負
担
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、

当
該
地
点
に
道
路
標
識
で
表
示
し
て

あ
り
ま
す
が
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、

警
察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を

得
て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
新
潟
県
公
安
委
員
会
は
、
通
年
駐

車
禁
止
区
域
の
ほ
か
、
冬
期
臨
時
駐

車
禁
止
区
域
（
別
表
）
を
定
め
ま
し

た
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
十
日
町
市
・
十
日
町
土
木
事
務

所
・
十
日
町
警
察
署
）

雪
お
ろ
し
に
ご
注
意

　
例
年
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
が
遅
れ

た
た
め
に
、
建
物
が
全
半
壊
す
る
等

の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
雪

お
ろ
し
は
、
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
除
雪
や
消
雪
を
し
た
道

路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

や
む
を
得
ず
路
上
に
雪
を
お
ろ
す
場

合
、
町
内
毎
に
一
斉
に
お
ろ
す
よ
う

日
を
定
め
て
、
土
木
事
務
所
、
市
役

所
雪
害
対
策
室
と
連
絡
を
と
っ
て
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
雪
は
路

側
へ
積
み
上
げ
、
車
道
部
は
二
車
線

ま
た
は
一
車
線
を
必
ず
確
保
す
る
よ

　
　
　
　
　
　
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
家
の
前
は

自
分
で
除
雪
を

　
各
戸
の
出
入
口
は
、
除

雪
作
業
で
ふ
さ
が
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

迷
惑
で
も
、
各
戸
で
手
直

し
し
、
入
口
の
両
側
に
積

み
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

流
雪
溝
の
使
用
に

つ
い
て

　
無
秩
序
な
流
雪
溝
、
道

路
測
溝
の
流
雪
使
用
は
、

溢
水
や
住
宅
浸
水
事
故
を

引
き
お
こ
し
ま
す
。
使
用

の
際
は
、
下
流
の
こ
と
を

考
え
、
正
し
く
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
消
火
栓
は
は
っ
き
り
わ

か
る
よ
う
目
じ
る
し
を
。

な
だ
れ
事
故
に
注
意

　
な
だ
れ
は
新
雪
で

も
発
生
し
ま
す
。
危

険
の
場
所
が
あ
る
と

き
は
十
分
注
意
し
、

ま
た
必
要
に
よ
り
な

だ
れ
危
険
標
識
を
設

置
し
て
い
た
だ
き
、

雪
庇
の
排
除
や
う
回

路
の
確
保
な
ど
、
な

だ
れ
に
よ
る
事
故
防

止
を
は
か
る
と
共
に

十日町市除雪計画路線略図

下梨←

島　　　　　八幡
民

十日町小

国
道
二
五
三
号
線

→

□
十
日
貯
中

／

z
国道11ア号線

麟 岡
く鳳．

謹後交通

十日町駅

z

十日町

病院
Eコ国県道除雪路線

歴認第1種除雪路線

囮第2種除雪路線

糠．…

衛生センター

口
↓

』

隊し『
　　　　　　　・，〕

節売市

　
　
　
　
　
欄

」
、

国
道
二
五
三
号
線

国道11ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
榛

で
は
、
今
冬
も
交
通
量
の
多
い
高
田

町
、
稲
荷
町
な
ど
市
内
九
ヵ
所
の
踏

切
に
九
名
の
冬
期
踏
切
除
雪
協
力
員

（
除
雪
協
力
会
員
一
〇
四
名
）
を
委

嘱
し
、
遮
断
機
、
警
報
機
の
除
雪
（
踏

切
内
の
除
雪
は
除
く
）
を
し
て
、
踏

切
の
交
通
安
全
に
努
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

雪
お
ろ
し
の
際
は

電
線
等
に
注
意

　
冬
期
間
は
雪
お
ろ
し
等
の
不
注
恵

か
ら
、
電
線
や
電
話
線
の
断
線
事
故

が
多
発
し
危
険
で
す
。

　
雪
お
ろ
し
の
際
は
、
引
込
線
や
ト

1↓1

十日町橘

特
に
児
童
、
生
徒
の
登
下
校
時
の
安

全
確
保
に
は
特
段
の
ご
配
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
だ
れ
危
険
標
識
の
破
損
、
紛
失

等
の
場
合
に
は
、
部
落
に
お
い
て
竹

ざ
お
、
赤
い
布
な
ど
を
利
用
し
て
措

置
し
て
く
だ
さ
い
。

踏
切
事
故
に
注
意

　
例
年
、
冬
に
な
る
と
踏
切
り
事
故

が
急
増
し
ま
す
。
長
野
鉄
道
管
理
局

市内駐車禁止区域
　　　璽倉関織物

1六日町

一；・、』．畦

慶：

、～

‘

”’

争

八口λロ

　逸㍊贈㌧
一レゼ■ず・

P胃
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自動車
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鼎癖口ll…口o貸鷺

十日町駅

超後 十日貯

交通 病院
v　　、4u・

し・ゴ・営：＾駆一「
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→水沢

城之古

〕1．L塑橘

山谷　　小泉

　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
．
ー
」
魅

ラ
ン
ス
な
ど
に
雪
を
あ
て
な
い
よ
う

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
（
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
）

鏑
‘、A蕩へ

㌧
変

　
　
　
～

グ
！

大漏
ガソリンスタント

「

栄禍

囮冬期閥駐車禁止区堀

團通年駐車禁止区篭

雪
と
交
通
の
お
知

ら
せ
版
を
設
置

　
こ
と
し
も
雪
と
交
通
の
お
知
ら
せ

版
を
市
内
三
ヵ
所
に
設
置
し
市
民
の

み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
雪

に
関
す
る
情
報
（
林
業
試
験
場
十
日

町
試
験
地
や
市
立
気
象
観
測
所
か
ら

収
集
し
た
降
積
雪
量
や
国
県
道
の
交

通
状
況
、
飯
山
線
の
運
行
状
況
、
バ

ス
路
線
の
運
行
状
況
な
ど
）
は
、
市

役
所
正
面
入
口
、
第
四
銀
行
前
、
十

日
町
駅
前
に
設
置
す
る
「
雪
と
交
通

の
お
知
ら
せ
板
」
で
毎
日
（
休
日
を

除
く
）
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

除雪作業中は危険ですから機械に接近しないよう、特に子ども等は絶対近寄らせないよう、みなさんの監視をお願いします。



N
、
℃

4とお∬夢盲

火
を
確
か
め
て

　
　
　
　
　
家
族
み
ん
な
で
防
火
の
備
え

　
寒
さ
も
一
段
と
き
び
し
く
な
る
こ

の
シ
ー
ズ
ン
は
、
ス
ト
ー
ブ
、
コ
タ
ツ

等
火
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
、
火

災
発
生
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
家
族
ひ

と
り
ひ
と
り
が
“
火
”
の
元
点
検
に

心
が
け
恐
ろ
し
い
火
災
を
防
ぎ
ま
し

よ
・
フ
o

　
こ
と
し
の
市
内
火
災
発
生
状
況
は

別
表
の
と
お
り
、
十
一
月
末
日
現
在

で
す
で
に
十
九
件
。
損
害
額
は
一
億

三
千
二
百
十
九
万
九
千
円
に
達
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
原
因
別
に
み
る
と
、

電
気
配
線
、
器
具
類
が
五
件
で
ト
ッ

プ
、
つ
づ
い
て
焚
火
、
煙
突
・
石
油

器
具
類
各
四
件
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
不

始
末
で
起
き
て
い
ま
す
。
大
切
な
財

産
や
尊
い
生
命
を
奪
う
恐
ろ
し
い
火

災
を
防
ぐ
た
め
つ
ぎ
の
点
を
確
か
め

ま
し
ょ
う
。

市内火災発生状況再円ジく梁㌻ε≦王イ天泌　（11月末現在）

19

15

物 12

13

6林

輌
他 2
1

5降囮
50年□

線
●
器
旦
ハ

　
配気

　
5
件

電　
　
　
　
嗜

タ
バ
コ

　
　
　
　
ー

2
件

計

　
　
　
　
　
　
の

建
　
　
山
　
　
車
そ

火災発生状況

その他

火
件

焚
　
4饗

《　油器具
　　4件

　
■
万
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
て
雪
お
ろ
し
や
道
路
除
雪
等
の

た
め
、
消
火
栓
（
二
四
九
）
や
防
火

水
槽
（
三
〇
八
ヵ
所
）
が
埋
ま
っ
て

い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
除
雪
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
路
上
駐
車
の

た
め
、
消
防
車
や
救
急
車
が
通
れ
な

い
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
駐
車
の

際
は
、
消
防
活
動
に
支
障
の
な
い
よ

（第3種郵便物認可）昭和51年12月10日

冬
の
気
象
観
測
体
制
…

　
雪
害
の
予
防
と
除
雪
の
資
料
と
す
る
た
め
、
市
立
気

象
観
測
所
（
別
表
）
と
、
林
業
試
験
場
試
験
地
及
び
小
泉

農
業
気
象
観
測
所
か
ら
、
降
雪
量
等
、
毎
日
収
集
し
て

い
ま
す
。

飛
渡
第
一
小
学
校

東
下
組
小
学
校

真
　
田
　
小
　
学
　
校

八
　
箇
　
小
　
学
　
校

馬
場
小
珠
田
分
校

六
箇
小
塩
之
又
分
校

下
　
条
　
中
　
学
　
校

中
　
条
　
中
　
学
　
校

馬
　
場
　
小
　
学
　
校

水
　
沢
　
中
　
学
　
校

六
　
箇
　
小
　
学
　
校

名
ケ
山
小
学
校

飛
渡
第
二
小
学
校

飛
渡
第
二
小
枯
木
又
分
校

野
中
　
小
　
学
　
校

大
　
池
　
小
　
学
　
校

林業試験場における過去5年間の

　　雪の諸記録
区
分

　
　
年
度

初雪 終雪

根　　雪 積雪深

初日 終日 期間（日） 極㎝ 月日

46～
　47 11．8 4．10 11．29 3．27 120 91 12．23

47～
　48

11．21 3．27 12．12 4．5 115 121 3．7

48～
　49

11．18 4．3 11．19 4．25 158 301 2．13

49～
　50

11．13 4．2 12．6 4．17 133 260 3．2

50～
　51

11．24 3．23 12．16 4．15 122 264 1．27

平均 11．7 4．1 12．4 4．4 130 207 2．7

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
■
雪
お
ろ
し
等
で
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や

配
管
等
が
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
堅

固
な
雪
囲
い
を
。

　
■
冬
期
は
雪
囲
い
な
ど
で
窓
が
ふ

さ
が
れ
る
の
で
、
避
難
ロ
を
確
保
し

て
お
く
。

　
■
ス
ト
ー
ブ
等
の
燃
料
補
給
は
完

全
に
消
火
を
確
か
め
て
か
ら
。
ま
た
、

ス
ト
ー
ブ
の
真
上
に
洗
濯
物
を
ほ
さ

な
い
よ
う
に
。

　
■
消
火
器
や
消
火
用
水
の
備
え
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
■
お
年
寄
り
や
幼
児
の
安
全
な
避

難
方
法
を
考
え
よ
う
。

屋根雪処理実態調査を実施

冬
期
問
は
、
各
建
物
の
屋
根
雪
除
雪
が
大
き
な
作
業
と
な
型

市
環
境
課
で
は
、
市
内
四
十
棟
の
建
物
所
有
者
に
委
託
し
、
今
冬
か
ら
．

五
十
四
年
春
ま
で
の
三
冬
期
間
屋
根
雪
処
理
類
型
別
実
態
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
雪
害
出
費
は
、
昭
和
五
十
年
度
で
十
五
万
円
二
冬
期
一
世
帯
当
り
）

を
超
え
て
お
り
、
こ
の
う
ち
屋
根
雪
処
理
の
経
費
が
大
き
な
ウ
エ
ー
ト

を
占
め
て
お
り
ま
す
が
、
従
来
、
こ
の
屋
根
雪
除
雪
は
す
べ
て
手
作
業

に
頼
っ
て
い
た
の
が
、
最
近
の
建
築
で
は
、
自
然
落
下
、
高
床
式
、
地

下
水
融
雪
、
電
熱
融
雪
な
ど
全
家
屋
の
七
婬
が
な
ん
ら
か
の
工
夫
を
こ

ら
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
住
宅
の
う
ち
、
従
来
の
手
落
し
除
雪
と
工
夫
の
こ
ら
さ
れ

て
い
る
家
屋
に
つ
い
て
、
労
力
、
設
備
経
費
、
維
持
費
等
に
つ
い
て
三

年
間
継
続
し
て
委
託
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
調
査
は
、
屋
根
雪
処
理
の
将
来
性
を
模
索
す
る
と
共
に

現
在
問
題
視
さ
れ
て
い
る
道
路
除
雪
と
の
関
係
を
改
善
す
る
糸
口
を
つ

か
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

冬
に
備
え
て

　
　
水
道
に
冬
じ
た
く
を

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
四
度
以
下
に
な

り
ま
す
と
水
道
管
が
凍
っ
た
り
破
れ

た
り
し
ま
す
。
水
道
管
や
じ
ゃ
口
の

部
分
に
保
温
材
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

保
温
材
に
は
と
り
つ
け
の
簡
単
な
市

販
品
も
あ
り
ま
す
が
、
手
近
な
も
の

と
し
て
は
布
、
荒
ナ
ワ
、
フ
エ
ル
ト

な
ど
を
ま
き
つ
け
、
そ
の
上
に
ビ
ニ

ー
ル
な
ど
を
ま
き
ま
す
。
ま
た
、
量

水
器
ボ
ッ
ク
ス
と
水
栓
柱
は
フ
タ
を

あ
け
、
ビ
ニ
ー
ル
、
布
の
く
ず
や
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
こ
ま
か
く
し
た
も

の
を
つ
め
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
じ
ゃ
ロ
や
管
が
凍
っ
た
と
き

　
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
か
布
を
か

け
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
て
と
か
し
ま
し
ょ
う
。
急

に
熱
湯
を
か
け
る
と
じ
ゃ
口
を
い
た

，1

茜

大
切
な
水
を
ム
ダ
に
し
な
い
よ
う
漏

水
調
査
等
に
懸
命
な
努
力
を
続
け
て

い
ま
す
が
漏
水
通
報
等
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ム5

事
業
所
等
に
設
置
さ
れ

た
つ
ぎ
の
消
火
器
は
使

え
な
く
な
り
ま
す

　
ず
　
　
、
b

　
　
・
篭
略
〃

　
　
　
　
曳

め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

出
し
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ラ
タ
ラ

　
　
　
　
じ
ゃ
口
の
中
に
キ
ズ
が
つ

き
消
耗
を
早
め
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
漏
水
通
報
の
ご
協
力
を

　
市
内
の
水
道
管
は
、
老
朽
化
や
道

路
工
事
等
の
た
め
、
年
々
漏
水
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
水
道
課
で
は

　
各
事
業
所
（
消
防
法
施
行
令
別
表
）

に
設
置
さ
れ
て
い
る
つ
ぎ
の
消
火
器

は
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
　
（
一
般
家
庭
設
置
は
除

く
）

　
口
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
三
十
一

日
以
前
に
型
式
承
認
を
受
け
、
昭
和

三
十
九
年
一
月
一
日
以
降
に
個
別
検

定
を
受
け
て
い
な
い
も
の
。

　
口
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
三
十
一

日
以
前
に
型
式
承
認
を
受
け
、
型
式

承
認
を
受
け
た
後
個
別
検
定
を
全
く

受
け
て
い
な
い
も
の
。

　
□
四
塩
化
炭
素
消
火
器
。

帰郷、上京特急バス運転◇越後行12月／27・28・29・30日◇東京行1月／3・4・5・6日お申込みは越後交通㈱観光センター（曾0258－35－5433）または最寄りの営業所へ。
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飲
酒
運
転
追
放
・
ス
ピ
U
ド
一
割
ダ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
毎
年
こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
積
雪
、

凍
結
に
よ
る
道
路
条
件
の
悪
化
や
、

年
末
年
始
に
よ
る
過
労
運
転
、
飲
酒

運
転
の
増
加
な
ど
か
ら
重
大
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
及
び
関
係
団
体
で

は
十
二
月
十
一
日
か
ら
明
年
一
月
十

日
ま
で
を
、
冬
の
交
通
事
故
防
止
運

動
期
間
と
し
て
、
市
民
総
ぐ
る
み
で

交
通
事
故
の
根
絶
を
は
か
り
ま
す
。

　
運
動
の
重
点
事
項

○
飲
酒
運
転
の
防
止
（
酒
酔
運
転
者

　
の
氏
名
を
市
報
、
地
元
新
聞
等
に

　
公
表
し
ま
す
）
。

○
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止
（
ス
ノ
ー

　
タ
イ
ヤ
、
チ
ェ
ー
ン
の
装
着
、
ス

　
ピ
ー
ド
一
割
ダ
ウ
ン
運
転
の
励
行

　
を
呼
び
か
け
る
）
。

O
夜
間
事
故
の
防
止
（
交
通
安
全
施

　
・
1
阜

設
の
点
検
と
と
も
に
歩
行
者
が
見

や
す
い
服
装
で
外
出
す
る
よ
う
指

導
す
る
）
。

非
常
勤
交
通
指
導
員

の
ひ
と
こ
と

田村正平
（中条下町）

　
信
号
待
ち
を
し
て
い
る
子
ど
も
達

の
目
の
前
で
、
急
い
で
バ
ス
に
乗
ろ

う
と
斜
め
横
断
や
信
号
無
視
を
す
る

大
人
が
時
々
見
ら
れ
ま
す
。

　
見
て
い
た
子
ど
も
達
は
、
そ
ん
な

時
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
る
で
し
ょ
う

か
。
歩
行
者
の
信
号
無
視
は
大
変
危

険
で
す
。
車
は
横
断
歩
道
が
あ
る
と

量
H
》
『
貫
丁
量
U
ー

こ
ろ
で
も
信
号
機
を
頼
り
に
し
ま
す
。

な
か
に
は
、
信
号
機
の
変
わ
ら
な
い

う
ち
に
と
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
走
っ

て
く
る
車
も
あ
り
ま
す
。

　
大
人
が
き
ち
ん
と
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
子
供
の
見
本
と
な
る
よ
う
に

す
る
と
同
時
に
、
特
に
お
年
寄
を
お

持
ち
の
方
は
、
子
ど
も
以
上
に
根
気

よ
く
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
て
や
り
ま

し
よ
・
フ
。

交
通
事
故
相
談
は

ご
遠
慮
な
く

日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
自
動

車
損
害
賠
償
責
任
保
険
並
び
に
任
意

自
動
車
保
険
の
請
求
な
ど
、
交
通
事

故
に
つ
い
て
の
相
談
を
つ
ぎ
の
通
り

無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

　
日
時
　
平
日
は
午
前
九
時
半
～
午

　
　
後
四
時
半
（
土
曜
日
は
正
午
ま

　
　
で
）
。
弁
護
士
相
談
日
は
毎
週

　
　
水
曜
午
後
一
時
～
四
時
。

　
場
所
　
自
動
車
保
険
率
算
定
会
新

　
　
潟
駅
前
調
査
事
務
所
内
（
新
潟

　
　
市
東
大
通
一
－
二
ー
三
〇
　
住

　
　
友
生
命
新
潟
ビ
ル
九
階
　
魯
〇

　
　
二
五
二
1
四
三
⊥
ゴ
ニ
ニ
・

　
　
○
八
二
四
番
）

國
圓
ご
み
収
集
方
法
が
か
わ
り
ま
す

とお∬夢お5

信
号
機
の
点
灯
を
喜
ぶ
東
小

児
童
た
ち

東小・西小通学路に信号機
　このほど国道117号線東小学校十字路（四日町新

田）と、本町西線西小学校付近（稲荷町交差点）に信

号機がとりつけられました。両校とも登下校のと

き、大半の児童が交通量の多い国道や、本町西線

を横断しなければならず、安協や学校・PTA側は

通学路の交通事故防止運動に取り組んできました。

　これから降雪期に入り、両校とも児童の街頭指

導を徹底し、冬の交通事故防止をはかることにし

ています。

　
今
年
も
例
年
ど
お
り
、
冬
期
ご
み

収
集
計
画
表
を
各
世
帯
に
配
布
し
ま

し
た
。
今
月
か
ら
こ
の
計
画
表
に
よ

っ
て
収
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

の
上
ご
み
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
事
業
系
廃
棄
物
に
つ
い
て

　
不
燃
性
や
難
燃
性
の
廃
棄
物
は
、

霧
谷
埋
立
地
へ
運
ん
で
い
ま
し
た
が

冬
期
間
は
交
通
止
め
と
な
り
ま
す
。

　
関
係
業
者
は
、
各
自
で
保
管
し
、

消
雪
後
運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。
高
城

沢
埋
立
地
は
、
一
般
廃
棄
物
（
不
燃

物
）
の
一
時
集
積
所
と
し
て
使
用
し

ま
す
。

◎
ご
み
を
出
す
時
間
を
守
っ
て
く
だ

　
さ
い

　
夜
間
や
朝
早
く
出
す
と
除
雪
作
業

で
埋
も
れ
た
り
、
大
雪
の
時
な
ど
ご

み
が
埋
っ
て
収
集
が
困
難
に
な
り
ま

す
。
特
に
、
夜
間
は
絶
対
出
さ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

雛
業
癒
纏
募
婆
、
』

　
年
末
は
三
十
日
ま
で
平
常
ど
お
り

収
集
し
ま
す
。
埋
立
地
は
三
十
日
ま

で
、
焼
却
場
は
三
十
一
日
午
後
四
時

ま
で
受
付
け
ま
す
。
新
年
は
一
月
四

日
か
ら
平
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

土
地
の
立
入
り
に
ご
協
力
を

　
建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局
は
、
公

共
測
量
を
実
施
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の

と
お
り
私
有
地
の
立
入
り
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
作
業
期
間
　
昭
和
五
十
二
年
二
月

　
　
二
十
八
日
ま
で

　
立
入
者
　
同
局
上
越
国
道
工
事
事

　
　
務
職
員
及
び
委
託
業
者

　
立
入
り
予
定
地
域
　
川
治
上
町
の

　
　
一
部
、
小
黒
沢
、
大
黒
沢
、
伊

　
　
達
、
土
市
、
宮
栗

単位円

　昭和50年度上水道事業の決算状況
収益的収入及び支出

きましては、市道四日町

r475㍍、西本町に242．5㍍

　昭和50年度の建設事業につきま

新田岡入線に359㍍、本町7丁目47∈

の配水管布設工事を実施しました

　また、改良事業にっきましては、

丸山町地内の3カ所に配水管布設拳

なお、業務状況及び決算状況はつ1

　　　昭和50年度給水業
　　　　（昭和50年4月1日から昭和51年

費　　　　用 収　　　　益 　昭和50年度の建設事業につきましては、市道四日町

新田岡入線に359㍍、本町7丁目475㍍、西本町に242．5㍍

の配水管布設工事を実施しました。
　また、改良事業にっきましては、市道金塚線、谷内丑、

丸山町地内の3カ所に配水管布設替工事を実施しました。

なお、業務状況及び決算状況はつぎのとおりであります。

　　　昭和50年度給水業務の状況
　　　　（昭和50年4月1日から昭和51年3月31日まで）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

営業費用 129，342，036 営業収益 137，920，754

営業外費用 24，457，800 営業外収益 21，218，812

小　　計 153，799，836

当年度純利益 5，339，730

合　　計 159，139，566 合　　計 159，139，566

資本的収入及び支出　　　　　　　　　　　　　単位円 区　　分 昭和50年度 昭和49年度 増（△）減 比率（％）

支　　　　出 収　　　　入
給水戸数（戸） 7，615 7，420 195 102．6

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
給水人口（人） 30，271 31，206 △935 97．0

建設改良費 27，857，730 企　業　債 14，000，000

企業債償還金 12，096，230 他会計借入金 10，000，000 年間使用水量（㎡） 3，244，860 3，014，535 230，325 107．6

負　担　金 1，240，400 一日最大使用水量（ご） 15，700 16，688 △988 94．1

合　　計 39，953，960 合　　計 25，240，400 一日平均使用水量（㎡） 8，890 8，259 631 107．6

資本勘定における資金不足額14，713，560円は、損益勘定留保資

金で補てんした・
一戸当年間使用水量（d） 426 406 20 104．9

ノ　’』o

は、市道金塚線、谷内丑、

設替工事を実施しました。

つぎのとおりであります。

業務の状況
51年3月31日まで）

単位円資本的収入及び支出

資本勘定における資金不足額14，713，560円は、損益勘定留保資

金で補てんした。
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火
を
確
か
め
て

　
　
　
　
　
家
族
み
ん
な
で
防
火
の
備
え

　
寒
さ
も
一
段
と
き
び
し
く
な
る
こ

の
シ
ー
ズ
ン
は
、
ス
ト
ー
ブ
、
コ
タ
ツ

等
火
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
、
火

災
発
生
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
家
族
ひ

と
り
ひ
と
り
が
“
火
”
の
元
点
検
に

心
が
け
恐
ろ
し
い
火
災
を
防
ぎ
ま
し

よ
・
フ
o

　
こ
と
し
の
市
内
火
災
発
生
状
況
は

別
表
の
と
お
り
、
十
一
月
末
日
現
在

で
す
で
に
十
九
件
。
損
害
額
は
一
億

三
千
二
百
十
九
万
九
千
円
に
達
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
原
因
別
に
み
る
と
、

電
気
配
線
、
器
具
類
が
五
件
で
ト
ッ

プ
、
つ
づ
い
て
焚
火
、
煙
突
・
石
油

器
具
類
各
四
件
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
不

始
末
で
起
き
て
い
ま
す
。
大
切
な
財

産
や
尊
い
生
命
を
奪
う
恐
ろ
し
い
火

災
を
防
ぐ
た
め
つ
ぎ
の
点
を
確
か
め

ま
し
ょ
う
。

市内火災発生状況再円ジく梁㌻ε≦王イ天泌　（11月末現在）

19

15

物 12

13

6林

輌
他 2
1

5降囮
50年□

線
●
器
旦
ハ

　
配気

　
5
件

電　
　
　
　
嗜

タ
バ
コ

　
　
　
　
ー

2
件

計

　
　
　
　
　
　
の

建
　
　
山
　
　
車
そ

火災発生状況

その他

火
件

焚
　
4饗

《　油器具
　　4件

　
■
万
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
て
雪
お
ろ
し
や
道
路
除
雪
等
の

た
め
、
消
火
栓
（
二
四
九
）
や
防
火

水
槽
（
三
〇
八
ヵ
所
）
が
埋
ま
っ
て

い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
除
雪
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
路
上
駐
車
の

た
め
、
消
防
車
や
救
急
車
が
通
れ
な

い
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
駐
車
の

際
は
、
消
防
活
動
に
支
障
の
な
い
よ

（第3種郵便物認可）昭和51年12月10日

冬
の
気
象
観
測
体
制
…

　
雪
害
の
予
防
と
除
雪
の
資
料
と
す
る
た
め
、
市
立
気

象
観
測
所
（
別
表
）
と
、
林
業
試
験
場
試
験
地
及
び
小
泉

農
業
気
象
観
測
所
か
ら
、
降
雪
量
等
、
毎
日
収
集
し
て

い
ま
す
。

飛
渡
第
一
小
学
校

東
下
組
小
学
校

真
　
田
　
小
　
学
　
校

八
　
箇
　
小
　
学
　
校

馬
場
小
珠
田
分
校

六
箇
小
塩
之
又
分
校

下
　
条
　
中
　
学
　
校

中
　
条
　
中
　
学
　
校

馬
　
場
　
小
　
学
　
校

水
　
沢
　
中
　
学
　
校

六
　
箇
　
小
　
学
　
校

名
ケ
山
小
学
校

飛
渡
第
二
小
学
校

飛
渡
第
二
小
枯
木
又
分
校

野
中
　
小
　
学
　
校

大
　
池
　
小
　
学
　
校

林業試験場における過去5年間の

　　雪の諸記録
区
分

　
　
年
度

初雪 終雪

根　　雪 積雪深

初日 終日 期間（日） 極㎝ 月日

46～
　47 11．8 4．10 11．29 3．27 120 91 12．23

47～
　48

11．21 3．27 12．12 4．5 115 121 3．7

48～
　49

11．18 4．3 11．19 4．25 158 301 2．13

49～
　50

11．13 4．2 12．6 4．17 133 260 3．2

50～
　51

11．24 3．23 12．16 4．15 122 264 1．27

平均 11．7 4．1 12．4 4．4 130 207 2．7

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
■
雪
お
ろ
し
等
で
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や

配
管
等
が
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
堅

固
な
雪
囲
い
を
。

　
■
冬
期
は
雪
囲
い
な
ど
で
窓
が
ふ

さ
が
れ
る
の
で
、
避
難
ロ
を
確
保
し

て
お
く
。

　
■
ス
ト
ー
ブ
等
の
燃
料
補
給
は
完

全
に
消
火
を
確
か
め
て
か
ら
。
ま
た
、

ス
ト
ー
ブ
の
真
上
に
洗
濯
物
を
ほ
さ

な
い
よ
う
に
。

　
■
消
火
器
や
消
火
用
水
の
備
え
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
■
お
年
寄
り
や
幼
児
の
安
全
な
避

難
方
法
を
考
え
よ
う
。

屋根雪処理実態調査を実施

冬
期
問
は
、
各
建
物
の
屋
根
雪
除
雪
が
大
き
な
作
業
と
な
型

市
環
境
課
で
は
、
市
内
四
十
棟
の
建
物
所
有
者
に
委
託
し
、
今
冬
か
ら
．

五
十
四
年
春
ま
で
の
三
冬
期
間
屋
根
雪
処
理
類
型
別
実
態
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
雪
害
出
費
は
、
昭
和
五
十
年
度
で
十
五
万
円
二
冬
期
一
世
帯
当
り
）

を
超
え
て
お
り
、
こ
の
う
ち
屋
根
雪
処
理
の
経
費
が
大
き
な
ウ
エ
ー
ト

を
占
め
て
お
り
ま
す
が
、
従
来
、
こ
の
屋
根
雪
除
雪
は
す
べ
て
手
作
業

に
頼
っ
て
い
た
の
が
、
最
近
の
建
築
で
は
、
自
然
落
下
、
高
床
式
、
地

下
水
融
雪
、
電
熱
融
雪
な
ど
全
家
屋
の
七
婬
が
な
ん
ら
か
の
工
夫
を
こ

ら
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
住
宅
の
う
ち
、
従
来
の
手
落
し
除
雪
と
工
夫
の
こ
ら
さ
れ

て
い
る
家
屋
に
つ
い
て
、
労
力
、
設
備
経
費
、
維
持
費
等
に
つ
い
て
三

年
間
継
続
し
て
委
託
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
こ
の
調
査
は
、
屋
根
雪
処
理
の
将
来
性
を
模
索
す
る
と
共
に

現
在
問
題
視
さ
れ
て
い
る
道
路
除
雪
と
の
関
係
を
改
善
す
る
糸
口
を
つ

か
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

冬
に
備
え
て

　
　
水
道
に
冬
じ
た
く
を

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
四
度
以
下
に
な

り
ま
す
と
水
道
管
が
凍
っ
た
り
破
れ

た
り
し
ま
す
。
水
道
管
や
じ
ゃ
口
の

部
分
に
保
温
材
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

保
温
材
に
は
と
り
つ
け
の
簡
単
な
市

販
品
も
あ
り
ま
す
が
、
手
近
な
も
の

と
し
て
は
布
、
荒
ナ
ワ
、
フ
エ
ル
ト

な
ど
を
ま
き
つ
け
、
そ
の
上
に
ビ
ニ

ー
ル
な
ど
を
ま
き
ま
す
。
ま
た
、
量

水
器
ボ
ッ
ク
ス
と
水
栓
柱
は
フ
タ
を

あ
け
、
ビ
ニ
ー
ル
、
布
の
く
ず
や
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
こ
ま
か
く
し
た
も

の
を
つ
め
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
じ
ゃ
ロ
や
管
が
凍
っ
た
と
き

　
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
か
布
を
か

け
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
て
と
か
し
ま
し
ょ
う
。
急

に
熱
湯
を
か
け
る
と
じ
ゃ
口
を
い
た

，1

茜

大
切
な
水
を
ム
ダ
に
し
な
い
よ
う
漏

水
調
査
等
に
懸
命
な
努
力
を
続
け
て

い
ま
す
が
漏
水
通
報
等
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ム5

事
業
所
等
に
設
置
さ
れ

た
つ
ぎ
の
消
火
器
は
使

え
な
く
な
り
ま
す

　
ず
　
　
、
b

　
　
・
篭
略
〃

　
　
　
　
曳

め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

出
し
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ラ
タ
ラ

　
　
　
　
じ
ゃ
口
の
中
に
キ
ズ
が
つ

き
消
耗
を
早
め
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
漏
水
通
報
の
ご
協
力
を

　
市
内
の
水
道
管
は
、
老
朽
化
や
道

路
工
事
等
の
た
め
、
年
々
漏
水
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
水
道
課
で
は

　
各
事
業
所
（
消
防
法
施
行
令
別
表
）

に
設
置
さ
れ
て
い
る
つ
ぎ
の
消
火
器

は
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
　
（
一
般
家
庭
設
置
は
除

く
）

　
口
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
三
十
一

日
以
前
に
型
式
承
認
を
受
け
、
昭
和

三
十
九
年
一
月
一
日
以
降
に
個
別
検

定
を
受
け
て
い
な
い
も
の
。

　
口
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
三
十
一

日
以
前
に
型
式
承
認
を
受
け
、
型
式

承
認
を
受
け
た
後
個
別
検
定
を
全
く

受
け
て
い
な
い
も
の
。

　
□
四
塩
化
炭
素
消
火
器
。

帰郷、上京特急バス運転◇越後行12月／27・28・29・30日◇東京行1月／3・4・5・6日お申込みは越後交通㈱観光センター（曾0258－35－5433）または最寄りの営業所へ。
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飲
酒
運
転
追
放
・
ス
ピ
U
ド
一
割
ダ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
毎
年
こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
積
雪
、

凍
結
に
よ
る
道
路
条
件
の
悪
化
や
、

年
末
年
始
に
よ
る
過
労
運
転
、
飲
酒

運
転
の
増
加
な
ど
か
ら
重
大
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
及
び
関
係
団
体
で

は
十
二
月
十
一
日
か
ら
明
年
一
月
十

日
ま
で
を
、
冬
の
交
通
事
故
防
止
運

動
期
間
と
し
て
、
市
民
総
ぐ
る
み
で

交
通
事
故
の
根
絶
を
は
か
り
ま
す
。

　
運
動
の
重
点
事
項

○
飲
酒
運
転
の
防
止
（
酒
酔
運
転
者

　
の
氏
名
を
市
報
、
地
元
新
聞
等
に

　
公
表
し
ま
す
）
。

○
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止
（
ス
ノ
ー

　
タ
イ
ヤ
、
チ
ェ
ー
ン
の
装
着
、
ス

　
ピ
ー
ド
一
割
ダ
ウ
ン
運
転
の
励
行

　
を
呼
び
か
け
る
）
。

O
夜
間
事
故
の
防
止
（
交
通
安
全
施

　
・
1
阜

設
の
点
検
と
と
も
に
歩
行
者
が
見

や
す
い
服
装
で
外
出
す
る
よ
う
指

導
す
る
）
。

非
常
勤
交
通
指
導
員

の
ひ
と
こ
と

田村正平
（中条下町）

　
信
号
待
ち
を
し
て
い
る
子
ど
も
達

の
目
の
前
で
、
急
い
で
バ
ス
に
乗
ろ

う
と
斜
め
横
断
や
信
号
無
視
を
す
る

大
人
が
時
々
見
ら
れ
ま
す
。

　
見
て
い
た
子
ど
も
達
は
、
そ
ん
な

時
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
る
で
し
ょ
う

か
。
歩
行
者
の
信
号
無
視
は
大
変
危

険
で
す
。
車
は
横
断
歩
道
が
あ
る
と

量
H
》
『
貫
丁
量
U
ー

こ
ろ
で
も
信
号
機
を
頼
り
に
し
ま
す
。

な
か
に
は
、
信
号
機
の
変
わ
ら
な
い

う
ち
に
と
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
走
っ

て
く
る
車
も
あ
り
ま
す
。

　
大
人
が
き
ち
ん
と
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
子
供
の
見
本
と
な
る
よ
う
に

す
る
と
同
時
に
、
特
に
お
年
寄
を
お

持
ち
の
方
は
、
子
ど
も
以
上
に
根
気

よ
く
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
て
や
り
ま

し
よ
・
フ
。

交
通
事
故
相
談
は

ご
遠
慮
な
く

日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
自
動

車
損
害
賠
償
責
任
保
険
並
び
に
任
意

自
動
車
保
険
の
請
求
な
ど
、
交
通
事

故
に
つ
い
て
の
相
談
を
つ
ぎ
の
通
り

無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

　
日
時
　
平
日
は
午
前
九
時
半
～
午

　
　
後
四
時
半
（
土
曜
日
は
正
午
ま

　
　
で
）
。
弁
護
士
相
談
日
は
毎
週

　
　
水
曜
午
後
一
時
～
四
時
。

　
場
所
　
自
動
車
保
険
率
算
定
会
新

　
　
潟
駅
前
調
査
事
務
所
内
（
新
潟

　
　
市
東
大
通
一
－
二
ー
三
〇
　
住

　
　
友
生
命
新
潟
ビ
ル
九
階
　
魯
〇

　
　
二
五
二
1
四
三
⊥
ゴ
ニ
ニ
・

　
　
○
八
二
四
番
）

國
圓
ご
み
収
集
方
法
が
か
わ
り
ま
す

とお∬夢お5

信
号
機
の
点
灯
を
喜
ぶ
東
小

児
童
た
ち

東小・西小通学路に信号機
　このほど国道117号線東小学校十字路（四日町新

田）と、本町西線西小学校付近（稲荷町交差点）に信

号機がとりつけられました。両校とも登下校のと

き、大半の児童が交通量の多い国道や、本町西線

を横断しなければならず、安協や学校・PTA側は

通学路の交通事故防止運動に取り組んできました。

　これから降雪期に入り、両校とも児童の街頭指

導を徹底し、冬の交通事故防止をはかることにし

ています。

　
今
年
も
例
年
ど
お
り
、
冬
期
ご
み

収
集
計
画
表
を
各
世
帯
に
配
布
し
ま

し
た
。
今
月
か
ら
こ
の
計
画
表
に
よ

っ
て
収
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

の
上
ご
み
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
事
業
系
廃
棄
物
に
つ
い
て

　
不
燃
性
や
難
燃
性
の
廃
棄
物
は
、

霧
谷
埋
立
地
へ
運
ん
で
い
ま
し
た
が

冬
期
間
は
交
通
止
め
と
な
り
ま
す
。

　
関
係
業
者
は
、
各
自
で
保
管
し
、

消
雪
後
運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。
高
城

沢
埋
立
地
は
、
一
般
廃
棄
物
（
不
燃

物
）
の
一
時
集
積
所
と
し
て
使
用
し

ま
す
。

◎
ご
み
を
出
す
時
間
を
守
っ
て
く
だ

　
さ
い

　
夜
間
や
朝
早
く
出
す
と
除
雪
作
業

で
埋
も
れ
た
り
、
大
雪
の
時
な
ど
ご

み
が
埋
っ
て
収
集
が
困
難
に
な
り
ま

す
。
特
に
、
夜
間
は
絶
対
出
さ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

雛
業
癒
纏
募
婆
、
』

　
年
末
は
三
十
日
ま
で
平
常
ど
お
り

収
集
し
ま
す
。
埋
立
地
は
三
十
日
ま

で
、
焼
却
場
は
三
十
一
日
午
後
四
時

ま
で
受
付
け
ま
す
。
新
年
は
一
月
四

日
か
ら
平
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

土
地
の
立
入
り
に
ご
協
力
を

　
建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局
は
、
公

共
測
量
を
実
施
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の

と
お
り
私
有
地
の
立
入
り
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
作
業
期
間
　
昭
和
五
十
二
年
二
月

　
　
二
十
八
日
ま
で

　
立
入
者
　
同
局
上
越
国
道
工
事
事

　
　
務
職
員
及
び
委
託
業
者

　
立
入
り
予
定
地
域
　
川
治
上
町
の

　
　
一
部
、
小
黒
沢
、
大
黒
沢
、
伊

　
　
達
、
土
市
、
宮
栗

単位円

　昭和50年度上水道事業の決算状況
収益的収入及び支出

きましては、市道四日町

r475㍍、西本町に242．5㍍

　昭和50年度の建設事業につきま

新田岡入線に359㍍、本町7丁目47∈

の配水管布設工事を実施しました

　また、改良事業にっきましては、

丸山町地内の3カ所に配水管布設拳

なお、業務状況及び決算状況はつ1

　　　昭和50年度給水業
　　　　（昭和50年4月1日から昭和51年

費　　　　用 収　　　　益 　昭和50年度の建設事業につきましては、市道四日町

新田岡入線に359㍍、本町7丁目475㍍、西本町に242．5㍍

の配水管布設工事を実施しました。
　また、改良事業にっきましては、市道金塚線、谷内丑、

丸山町地内の3カ所に配水管布設替工事を実施しました。

なお、業務状況及び決算状況はつぎのとおりであります。

　　　昭和50年度給水業務の状況
　　　　（昭和50年4月1日から昭和51年3月31日まで）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

営業費用 129，342，036 営業収益 137，920，754

営業外費用 24，457，800 営業外収益 21，218，812

小　　計 153，799，836

当年度純利益 5，339，730

合　　計 159，139，566 合　　計 159，139，566

資本的収入及び支出　　　　　　　　　　　　　単位円 区　　分 昭和50年度 昭和49年度 増（△）減 比率（％）

支　　　　出 収　　　　入
給水戸数（戸） 7，615 7，420 195 102．6

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
給水人口（人） 30，271 31，206 △935 97．0

建設改良費 27，857，730 企　業　債 14，000，000

企業債償還金 12，096，230 他会計借入金 10，000，000 年間使用水量（㎡） 3，244，860 3，014，535 230，325 107．6

負　担　金 1，240，400 一日最大使用水量（ご） 15，700 16，688 △988 94．1

合　　計 39，953，960 合　　計 25，240，400 一日平均使用水量（㎡） 8，890 8，259 631 107．6

資本勘定における資金不足額14，713，560円は、損益勘定留保資

金で補てんした・
一戸当年間使用水量（d） 426 406 20 104．9

ノ　’』o

は、市道金塚線、谷内丑、

設替工事を実施しました。

つぎのとおりであります。

業務の状況
51年3月31日まで）

単位円資本的収入及び支出

資本勘定における資金不足額14，713，560円は、損益勘定留保資

金で補てんした。
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入
居
申
込
み
は
12
月
2
0
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
5
1
年
度
建
築
の
大
黒
沢
市
営
住
宅

　
建
設
中
の
大
黒
沢
市
営
住
宅
は
、

明
年
一
月
中
に
入
居
で
き
る
予
定
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
入
居
者

を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
す
る
住
宅
…
第
二
種
公
営
住

宅
（
簡
易
耐
火
構
造
二
階
建
一
棟
）

募
集
予
定
戸
数
…
七
戸
　
使
用
料
…

九
千
二
百
円
（
月
額
）
の
予
定
　
申

込
者
の
資
格
…
①
同
居
の
親
族
が
あ

る
こ
と
（
婚
約
者
を
含
む
）
②
収
入

中
小
企
業
関
連
倒
産
防

止
資
金
の
ご
利
用
を

　
取
引
先
の
倒
産
に
よ
り
資
金
を

必
要
と
す
る
場
合
、
中
小
企
業
関

連
倒
産
防
止
資
金
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
■
融
資
対
象
者
…
倒
産
し
た
企

業
に
対
し
て
債
権
を
有
し
て
い
る

中
小
企
業
者

　
■
貸
付
限
度
…
一
千
万
円
以
内

　
■
使
途
…
運
転
資
金

　
■
貸
付
期
間
…
三
十
六
ヵ
月
以

内　
田
利
率
…
年
七
・
五
％

　
■
担
保
等
…
保
証
協
会
の
保
証

　
■
認
定
…
商
工
会
議
所
の
認
定

が
必
要

　
■
申
し
込
み
は
、
信
用
保
証
協

会
又
は
取
扱
い
金
融
機
関
へ
。

　
口
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所

商
工
課
、
十
日
町
商
工
会
議
所
へ
。

月
額
が
三
万
六
千
円
以
下
で
あ
る
こ

と
（
別
表
参
照
）
③
現
に
住
宅
に
困

窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

こ
と
④
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

所
が
あ
る
こ
と
⑤
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と
。

　
申
し
込
み
受
付
は
、
昭
和
五
十
一

年
十
二
月
十
日
か
ら
二
十
日
ま
で
に

市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
。
（
保
証
人
が

二
人
必
要
で
す
）

収入基準早見表
（給与所得者1名の場合）

扶　養
親族数

最近1年間の給与合計額

O人 932，000円まで

1人
932，001円
～1，124，000円まで

2人 1，124，001円
～1，361，999円まで

3人 1，362，000円
～1，655，999円まで

4人 1．656，000円
～1，929，999円まで

5人 1，930，000円
～2，203，999円まで

税
金
に
つ
い
て
の
相
談
・
苦

情
は
税
務
相
談
室
へ
ど
う
ぞ

所
得
税
や
贈
与
税
な
ど
の
税
金
全

般
の
こ
と
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
と
お

り
税
務
相
談
室
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相

談
は
一
切
無
料
で
す
。

　
と
き
十
二
月
二
十
日
午
前
十
時

　
か
ら
午
後
三
時

　
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

　
な
お
、
税
務
相
談
室
は
、
つ
ぎ
の

と
こ
ろ
で
常
時
開
設
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

長
岡
税
務
相
談
室
（
長
岡
市
南
町
三

丁
目
九
番
一
号
長
岡
税
務
署
一
階
曾

〇
二
五
八
－
三
三
ー
五
二
五
二
番
）

新
潟
税
務
相
談
室
（
新
潟
市
営
所
通

二
番
町
六
九
二
－
五
新
潟
税
務
署
内

魯
〇
二
五
二
－
二
四
ー
三
七
一
〇
番
）

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ
▽
滝
文
工
業
㈱

二
千
九
百
五
十
円
▽
内
藤
直
義
千
円

▽
群
馬
県
人
会
三
千
円
▽
村
山
誠
一

千
円
▽
十
日
町
高
校
九
万
三
千
百
十

一
円
▽
小
泉
ト
ク
千
五
百
五
円
▽
十

日
町
専
門
店
会
二
万
九
百
円
▽
服
部

会
計
事
務
所
職
員
一
同
五
千
七
百
五

十
六
円
▽
匿
名
五
百
円
▽
春
日
町
振

　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
ラ
　
　

　
　
愚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
’

　
　
、
へ
．

　
　
　
　
　
　
　
憲
、

　
　
　
　
　
　
　
　
惑
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

Q
．
　
v
、
，
墨

　
　
　
　
　
奏
。

　
　
　
　
　
　
，
緊
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
．
楓

　
鴨
・
　
さ
　
爵

タ
レ
、
ぐ
、

　
　
　
　
　
籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戴

　
　
　
　
　
　
罫
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

興
会
（
道
路
竣
工
祝
）
三
万
円

　
歳
末
た
す
け
合
い
▽
庭
野
日
敬
二

十
万
円
▽
小
泉
安
明
千
七
十
八
円

　
酒
田
市
見
舞
▽
村
山
退
蔵
一
万
円

▽
古
沢
組
七
千
円
▽
ロ
ー
タ
ー
ア
ク

ト
ク
ラ
ブ
一
万
二
千
三
百
八
十
八
円

と
一
ド
ル
▽
池
田
定
男
五
百
円
▽
匿

名
千
六
百
九
十
四
円
▽
丸
山
工
務
所

職
員
一
同
三
万
六
千
百
四
円
▽
半
間

博
次
三
千
円

　
老
人
い
こ
い
の
家
へ
▽
池
田
フ
ジ

ザ
ブ
ト
ン
十
一
枚

街
裏
美
し
く
〆

ー
ー
ー
，
〆
　　　　　◎●　邑

　　　　　　　　’

ρ　　　　ゾ

　　　　　　●

バー’　rく，欺

幌璽子　毎
の　　　　　　　‘一

　グ1ク命の

た
ば
こ
は
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

　
あ
な
た
が
何
気
な
く
吸
っ
て
い
る

た
ば
こ
は
、
市
の
施
設
整
備
や
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を

は
た
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す

か
。
た
と
え
ば
、
市
内
で
二
十
本
入

り
の
た
ば
こ
を
一
箱
買
う
と
、
市
に

十
六
円
九
十
二
銭
の
お
金
が
入
り
ま

す
。
昨
年
度
（
昭
和
五
十
年
度
）
は
、

九
千
五
百
八
十
七
万
円
（
た
ば
こ
消

費
税
）
が
市
の
歳
入
を
潤
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
税
収
入
の
七
％
に
相
当
す

一：義、、を父サソ

　　　　　　　備3騎
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冨賑蒲
二鎗“蝦

　
！
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鴛
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啓
謬

　
緊

豊φPう3《
ぎ

　
　
駕
ぎ

超
　
　
　
、
，

　
　
　
ノ

　
一
　
F
　
r
’鰺

》

酔
歎

ご
“

　
　
　
㍉
ぞ

　
　
　
逼

る
金
額
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ぜ
ひ
　
　
さ
い
。
　
（
健
康
の
た
め
、
吸
い
す
ぎ

た
ば
こ
は
市
内
で
お
買
い
求
め
く
だ
　
　
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
）

冷
害
に
よ
る
被
農
業
者
を
対
象
に

　
　
　
　
市
単
独
融
資
を
行
い
ま
す

　
昭
和
五
十
一
年
異
常
気
象
に
よ
り

水
稲
等
の
農
作
物
は
減
収
被
害
を
受

け
ま
し
た
が
、
市
で
は
、
こ
れ
ら
の

減
収
農
家
を
対
象
に
つ
ぎ
の
と
お
り

市
単
独
融
資
を
行
い
ま
す
。
貸
付
条

件
を
ご
覧
の
上
融
資
借
受
希
望
者
は

十
二
月
二
十
日
ま
で
に
市
役
所
農
林

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
被
害

認
定
は
、
申
込
時
に
市
役
所
農
林
課

で
行
い
ま
す
。

　
貸
付
条
件

　
金
利
…
六
・
八
％
　
償
還
期
限
…

三
ヵ
年
元
本
均
等
償
還
　
貸
付
限
度

…
減
収
に
よ
る
損
失
額
の
八
十
％
以

内
（
天
災
融
資
対
象
者
は
損
失
額
よ

り
天
災
融
資
額
を
差
引
い
た
残
額
の

水
国
織
物
㈱
が
市
へ

　
百
万
円
寄
付

　
水
国
織
物
株
式
会
社
（
水
落
郁
雄

社
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
新
社
屋
完

成
を
記
念
し
て
、
市
へ
百
万
円
寄
付

し
ま
し
た
。
市
で
は
福
祉
事
業
に
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
に
し
て
い

ま
す
。

八
十
％
）
　
貸
付
最
高
額
…
五
十
万

円
　
貸
付
対
象
農
家
…
専
業
、
一
兼
、

二
兼
の
市
内
全
農
家
　
融
資
資
格
…

減
収
量
が
平
年
の
十
五
％
以
上
で
か

つ
損
失
額
が
農
業
総
収
入
額
の
五
％

以
上
の
農
家
。

　
融
資
借
受
希
望
申
込
最
終
期
日
は

五
十
一
年
十
二
月
二
十
日
。

消
防
設
備
士
講
習
会

を
開
催

　
県
総
務
部
消
防
防
災
課
（
新
潟
市

学
校
町
通
り
一
番
町
）
は
、
消
防
用

設
備
等
の
工
事
ま
た
は
整
備
に
関
す

る
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
希
望
者
は
、

地
域
消
防
署
へ
（
曾
七
－
一
五
五
五

番
）
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
だ
ま
号
貸
出
文
庫

を
配
置

　
自
動
車
文
庫
こ
だ
ま
号
は
冬
期
間

巡
回
を
と
り
や
め
、
か
わ
っ
て
、
各

地
区
に
貸
出
文
庫
配
本
所
を
配
置
し

ま
し
た
。

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■市勢／人ロ…・50，575人（男24，699・女25，876）／世帯数…11，938／面積一211．44k㎡（11月旧現在
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無’簸

　恒例の節季市一。1月の10日と15日皿
20日、25目の4日間、冬期用具、台所用品

等を商う市がたつ。


